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１．現行保安ネットの運用状況

２．次期保安ネットの整備に向けて
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1.2 現行保安ネット利用率の推移

⚫ 先行してオンライン化した手続においては、2022年には月平均のオンラインでの利用率
が80％を超えている。

稼働後の月平均の申請受付件数・オンライン利用率の推移
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（出典）保安ネットでの申請件数等を基に集計



評価できる点

• 申請者(事業者)に修正を求めるのが、紙媒体・電子メールと比べて簡便、かつ処理状況の表示や履
歴が残る分、利便性が高い。

• 入力フォーム上で、手順どおりに入力していけばよいので、申請者(事業者)への説明が省力化。

• 過去手続資料の検索・参照の手間が楽。

• テレワークでも対応可能になり、働き方改革に貢献。

• 文書管理・データ管理をより適正に行えるようになった。

改善してほしい点

• 申請・届出に不備があり、申請者(事業者)に問合せを行う際、自動でメールでも申請者(事業者)に
通知される仕組みとしてほしい。

• 事業者・事業場の最新の状況を、申請者(事業者)に共有もしくは公開できるようにしてほしい。

• 蓄積された手続情報等を保安ネットで集計し、集計結果をいつでも確認できるようにすることで、監督
部や自治体から本省への電気保安年報や高圧ガス年報等の報告作業を省略できるようにしてほしい。

職員から寄せられた意見
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1.3 現行保安ネットに対する評価（職員から寄せられた意見）

⚫ 実際に使用している職員からは、保安ネットに対して、業務効率化・利便性向上に加え、
管理の適正化などを評価されている一方、本省への報告作業の省略化等の更なる利
便性向上への意見やデータ利活用についての課題がある。

（出典）経済産業省職員へのアンケート結果より集計
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